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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１物理量計測器と第２物理量計測器とを含む物理量計測器と、
　前記物理量計測器を制御する制御部と、を備え、
　前記物理量計測器に対して振動が加えられた後に、前記制御部は、前記第１物理量計測
器と前記第２物理量計測器との出力信号を比較し、
前記比較の結果に基づいて前記出力信号の補正を行い、
　且つ、前記第１物理量計測器からの出力信号の異常を検知した場合に、計測を前記第１
物理量計測器から前記補正を行った前記第２物理量計測器に切り替えることを特徴とする
物理量計測システム。
【請求項２】
　請求項１に記載の物理量計測システムであって、
　前記第２物理量計測器は、複数備えられ、
　異常を検知して、前記第１物理量計測器から前記第２物理量計測器に計測が切り替えら
れた後において、
　計測用に切り替えられた前記第２物理量計測器と、次に切り替えられる別の前記第２物
理量計測器と、に対して振動が加えられ、
　前記制御部は、切り替えられた前記第２物理量計測器と別の前記第２物理量計測器との
出力信号を比較し、前記比較の結果に基づいて前記出力信号の補正を行うことを特徴とす
る物理量計測システム。
【請求項３】
　請求項２に記載の物理量計測システムであって、
　計測用に切り替えられた前記第２物理量計測器からの出力信号の異常を検知した場合に
、前記制御部は、さらに別の前記第２物理量計測器に切り替えを行うことを特徴とする物
理量計測システム。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれか一項に記載の物理量計測システムであって、
　次に計測用に切り替えられる前記第２物理量計測器は、振動が加えられる際に計測状態
であることを特徴とする物理量計測システム。
【請求項５】
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　請求項１乃至４のいずれか一項に記載の物理量計測システムであって、
　前記補正は、前記物理量計測器の切り替えの前後で、先に計測を行っていた前記物理量
計測器を基準として、切り替え後の前記物理量計測器の前記出力信号を補正することを特
徴とする物理量計測システム。
【請求項６】
　請求項１乃至５のいずれか一項に記載の物理量計測システムであって、
　前記補正制御部は、前記物理量計測器の感度を補正することを特徴とする物理量計測シ
ステム。
【請求項７】
　請求項１乃至６のいずれか一項に記載の物理量計測システムであって、
　前記制御部は、前記物理量計測器の前記出力信号の零点を補正することを特徴とする物
理量計測システム。
【請求項８】
　請求項１乃至７のいずれか一項に記載の物理量計測システムであって、
　前記物理量計測器は、着脱可能に取り付けられていることを特徴とする物理量計測シス
テム。
【請求項９】
　請求項１乃至８のいずれか一項に記載の物理量計測システムであって、
　前記物理量計測器は、振動する振動部を備え、前記振動部の振動周波数の変化により物
理量を計測することを特徴とする物理量計測システム。
【請求項１０】
　請求項１乃至９のいずれか一項に記載の物理量計測システムであって、
　前記物理量計測器に対して前記振動を加える加振部を備え、
　前記制御部は前記加振部を制御する事を特徴とする物理量計測システム。
【請求項１１】
　第１物理量計測器と第２物理量計測器とを含む物理量計測器と、
　前記物理量計測器を制御する制御部と、を備え、
　前記物理量計測器に対して振動を加えた後に、
　前記制御部は、前記第１物理量計測器と前記第２物理量計測器との出力信号を比較し、
前記比較の結果に基づいて前記出力信号の補正を行い、
　且つ、前記第１物理量計測器からの出力信号の異常を検知した場合に、計測を前記第１
物理量計測器から前記補正を行った前記第２物理量計測器に切り替えることを特徴とする
物理量計測システム。
【請求項１２】
　第１物理量計測器の出力信号と、第２物理量計測器の出力信号と、を受信し、
　前記第１物理量計測器の出力信号と前記前記第２物理量計測器との出力信号とを比較し
、前記比較の結果に基づいて前記出力信号の補正を行い、
　前記第１物理量計測器からの出力信号の異常を検知した場合に、計測を前記第１物理量
計測器から前記補正を行った前記第２物理量計測器に切り替えることを特徴とする物理量
計測方法。
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